


































































































































































































































































































































































































































































































想 東洋の近代j朝日新聞社， 1977年， i19世紀のアジア三角貿易一統計による序論一j，
f横浜市立大学論集j第30巻第2・3合併号， 1979年3月， rイギリスとアジアー近代












































本， 1932年，岩波書庖，復刻版， 1982年 9ページ。
(20)向上， 12ページ。
(21)例えば中村哲氏は， f19世紀の非欧米地域(アジア，アフリカ，ラテン・アメリカ，オセ
アニア)の諸国・諸民族は欧米列強の植民地，半植民地，従属国として世界資本主義の
最底辺に組み入れられていったのであって開港後の日本も基本的にはその一員であった。
しかし日本のみは，その後急速に資本主義化し，さらに帝国主義国に転化していった。
世界市場への包摂が一面では欧米資本主義への従属的経済構造をっくりだすとともに，
他面，自立的な資本主義的国民経済の形成を促進したのであり，この点に日本の開港の
世界史的特殊性がある」と指摘している。中村哲，前掲書， 112ベージ。
(2)芝原拓自，前掲書， 26ページ。
加)井上清「日本帝国主義とアジアj，歴史学研究会編[世界史におけるアジアj(歴史学研
究会1953年度大会報告)，岩波書庖， 1953年， 121-122ページ。
(加藤祐三著 f黒船前後の世界J岩波書庖， 1985年11月刊)
